
はじめに
壬生・国分寺周辺の地域には、５世紀末から７世紀まで大型の古墳が集中しています。下野市国分

寺に所在する愛宕塚古墳は、古墳時代後期に造られた有力者の墓で、県の史跡に指定されています。

これまで愛宕塚古墳は発掘調査が行われたことがなく、詳細な規模や時期が明らかではありませんで

した。そこで、栃木県教育委員会では、平成 24 年度から測量調査・確認調査を実施することにしました。

(1) 古墳の規模・形
古墳の規模　古墳の形は前方後円墳で、前方部を西南西に向けています。墳丘の途中に平坦面を設け、

二段に構築されています。上下二段に土を盛る古墳は、栃木県南部に特徴的な形です。

古墳の規模は、周溝を含めた全長 98.5 ｍ、下段の墳丘第一段の長さ 79.5 ｍ、前方部幅約 62 ｍ、後

円部復元径 55 ｍ、上段の墳丘第二段の長さ 44.5 ｍ、前方部幅約 22 ｍでした。

　古墳の形　この古墳は前方後円墳ですが、下段と上段はやや形が異なり、下段では括れがなくてゆ

るやかですが、上段は明瞭に括れを造っています。このような古墳は先行する吾妻古墳にみられ、そ

の特徴を継承しています。

(2) 墳頂部の須恵器甕
　古墳の墳頂部では須恵器の甕の破片が出土し、複数の甕が置かれていたことが確認できました。こ

の須恵器は東海地方や群馬県などで作られたものです。古墳時代後期には古墳に埴輪を立てていまし

たが、この古墳は埴輪を立てることを終えた後で、須恵器甕を置き始めた頃のものです。
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下野南部の思川・姿川・田川流域の

古墳群は古墳時代後期から終末期まで、

特に大型の古墳が造られました。これ

らの古墳群はおおよそ、国分寺地域、

壬生地域、壬生町羽生田地域、南河内

三王山地域，石橋・薬師寺地域にまと

まって分布しています。

　これらの古墳は、墳丘の下段（第一

段）に平坦な面があり、前方部や括れ

る部分に凝灰岩を使った切石で石室を

造る特徴があります。

　このような特徴は、吾妻古墳が最も

古いと考えられています。愛宕塚古墳

は、吾妻古墳に位置的に近く、その形

を継承した有力者の古墳です。
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※下野市教育委員会 2006『下野市周辺の古墳群』などによる。
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３　おわりに
　今回の発掘調査で、黒袴台遺跡の全体を調査したことになります。今後、報告書を作成する作業

を行い、佐野市の歴史の中に位置付けたいと思っています。

壬生町・下野市・小山市域の主要古墳分布図

※下野市教育委員会 2006『下野市周辺の古墳群』などによる。


